
一 一 ． ． 〃 ４ こ こ 二
一 一

Ａ手
ご ・ ・

ｇ 可 き ら

ご

●繰り返される議会改革論
大阪府知事が地方分権の実を
あげるには議会改革が必要とさ
けび、民主党国会議員の職をな
げうって名古屋市長になった河
村たかし氏が、理事者（市長）
側から議会改革を断行しようと
している事態には共通している
ものがある。議会が果たすぺき
用を成していないという認識だ。
名古屋市では「名ばかり議会」
といわれる現状が市長の「地域
委員会」構想を産み、議会議貝
の抵抗を受けている。
この改革案に対する議貝の抵

抗̶つ見ても全国共通現象にち
かい。議会改革など議員に預け
ていては決してできっこないこ
とがすけて見える。
●議員職は利権か
国会も選挙制度改革、議員定

数削減改革案が出ては引っ込み
出ては引っ込みで、まるで合併
後の我が町議会の有様をみせつ
けられているかのようだ。
議会が何のためにあるのかを

知りながら役目が果たせていな
い議員の群れ。そう、議員とい
うポスト自体が立派な利権にな
っているのだろう。
ご承知のように我が町でも以

下のような事態がある。議員と
して議決にも出席出来ない病気
になり一年がくる議員がいる。
参院選を機に補選でポストを後
進のために空ける気もない。
それを横目に自浄力、向上力

ぎ
て
、
追
い
た
く
ら
れ
る
よ
う
に
コ

ー
ヒ
ー
を
流
し
込
む
。

少
し
前
の
こ
と
。
差
し
入
れ
に
と

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
二
十
個
注
文
し

た
。
カ
ウ
ン
タ
ー
嬢
が
笑
顔
で
問
う

た。「
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で

お
召
し
上
が
り
で
し
ょ
う
か
？
」

『
は
あ
・
・
？
』

な
ん
か
ね
え
・
・
・
そ
こ
ま
で
空

気
よ
め
な
い
の
か
し
ら
ね
え
。
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八コモノ事業で過疎化が止まるか
チェックと提案で議会は貴務を果たせ

『名ばかり議会』に
なってはいないか？

を発揮出来ない議会。ともに町
民のために働く意志は皆無とみ
える。
なぜそんなことになるのか。

だれもが答えをしっている。な
のに変えようとも変わろうとし
ない。
選挙に通ることが議員として

の目的化している現状は、その
ことで「名ばかり議会」への道
を歩むこととなるのだ。
● ち ょ っ と 見 回 して も

我が町の近々の政策をちょっ
と見回しても議会の機能不全が
明らかだ。長引く不況に端を発
した政府の緊急雇用対策、緊急
経済対策。国の失政を糊塗する
ための降ってわいたような補助
金等を活用しての町のインフラ
整備が、交通体系の見直しとし
て３セク（芸予汽船）、これから
創る３セク（生名フェリーの後
身）に、それぞれ快速船を一隻
ずつ新造し貸与するとか、岩城
役場庁舎（支所）の新築とか、
弓削港待合所の新築とか。それ
も補助金に大幅な上乗せした予

算で執行される。その一方で移
住しようと思う者が、いや現に
住んでいる者すらが一番不安に
感じる医療体制の整備はほとん
ど手つかずのまま。
町の定住促進策が遅々として

成果があがらない中、首をかし
げたくなる箱物事業が何の抵抗
もなく議会を通過する。

● さ び 付 いて い る 宝 刀
定住促進というかけ声も、こ

の町に住めばいいぞ、というこ
とが発信出来なければ空しく響
くのみだ。それもこれも利権に

！
の
中
か
ら
マ
ス
タ
ー
が
迎
え
て

く
れ
た
。
店
内
は
う
す
暗
く
て
難
し

そ
う
な
新
聞
を
広
げ
て
い
る
人
も

い
て
。マ

ホ
ガ
ニ
ー
か
な
ん
か
高
そ
う
な

ラ
ッ
ク
か
ら
Ｌ
Ｐ
盤
の
レ
コ
ー
ド

を
取
り
出
し
て
、
そ
っ
と
プ
レ
ー
ヤ

ー
の
針
を
置
き
、
音
が
流
れ
る
ま
で

の
時
間
が
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
少
し

だ
け
大
人
に
な
れ
た
気
が
し
た
。

今
は
ほ
と
ん
ど
有
線
で
賑
や
か
す
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「
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
Ｉ
」

カ
ウ
ン
タ
ー
に
近
づ
く
と
何
人
も

の
店
員
に
声
を
掛
け
ら
れ
た
。
い
や

正
確
に
は
私
の
顔
を
見
て
声
を
か

け
た
の
は
ひ
と
り
で
、
後
の
声
の
主

は
背
中
を
む
け
て
他
の
客
の
サ
ー

ビ
ス
を
し
て
い
る
。
違
う
だ
ろ
ォ
ー
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
か
何
か
知
ら
ん
が
、

声
を
出
し
や
い
い
っ
て
事
に
ゃ
な

ら
ん
だ
ろ
ォ
ー
。
心
が
こ
も
っ
と
ら

ん１・
大
オ
バ
の
怒
り
の
モ
ー
ド
に
ス
イ

ッ
チ
が
入
る
。
横
で
夫
は
「
い
ち
い

ち
言
わ
ん
で
も
」
と
笑
っ
て
い
る
。

外
出
し
て
、
コ
ー
ヒ
ー
で
も
と
喫

茶
店
を
探
す
が
、
無
い
。
昔
の
よ
う

な
喫
茶
店
が
見
あ
た
ら
ん
。
す
べ
て

禁
煙
席
で
、
愛
煙
家
の
夫
も
笑
い
事

で
は
な
く
な
る
。

四
十
年
も
前
、
私
が
高
校
生
だ
っ

た
あ
の
頃
、
百
円
玉
に
ぎ
り
し
め
て
、

制
服
着
て
喫
茶
店
に
寄
っ
て
い
た
。

深
呼
吸
し
て
重
い
木
の
ド
ア
を
押

す。「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
カ
ウ
ン
タ

｛
写
真
説
明
｝
何
十
年
ぶ
り
か
で
所
有
者
の
ご

尽
力
で
弓
削
石
山
登
山
道
が
通
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
弓
削
大
橋
か
ら
と
石
山
か
ら
の
眺
め
で
す
。

な
お
登
山
は
し
っ
か
り
し
た
足
回
り
で
。
頂
上
付

近
で
は
危
険
箇
所
も
あ
る
の
で
ご
用
心
！

しがみつくしか能がないらしい
議員を選び続けてきた帰結では
ないのか。
議会が、議員がホントは一番

大事なのにだ。
選挙という有権者の伝家の宝

刀、錆びさせ刃こぼれさせては
あまりにもったいない。
みなさん、そうは思いませんか。

（平山和昭）

丿
か
卜
しｙ

上鳥町議会６月定例議会
は６月１７日（木）午前８で）
時４０分開始です。

お知らせあれこれ
・上鳥町自治研究会（自治研）
町の活力維持には住民自治が不可欠です。任意団

体「自治研」では毎月世話人によるテーマ持ちまわ
りで住民自治につながる語り合いと実践を目指し
ます。参加者による事前の話題提供も受け入れます。
・毎月第１日曜日、午後１時半より４時頃まで。
・於・佐島粟手業会所（都合で会場変更もあり）
・趣旨に関心のある方は自由にご来場ください。
７月はｒ岩城放課後クラブＪについて
８月は「町ホームページ」について
９月は「大出俊幸氏によるミニ講演会」を予定。
・問い合わせ・弓削通信（平山）もしくは

演田（３７４・０８０７）
宮脇（３７５・３１３１）の３世話人まで。

■ビデオサークルＴｒｙｍ（トライム）
町ＣＡＴＶ活性化についての町民集会での話し

合いの中から開始した活動です。ＣＡＴＶ加入者増
への寄与、趣味の錬磨および町民間交流をめざしま
す。ＣＡＴＶ局による技術指導も受けられます。カ
メラお持ちの方の参加を募ります。（ボランティア）

■ 町 内 催 し 物 お 気 に 入 り
６月１日から月末まで弓削「せとうち交流館」で

開催中「宮本常-がみた芸予の海とその暮らし」展。
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●
失
政
の
ツ
ケ
は
有
権
者
に

復
活
号
で
紹
介
し
た
渋
谷
区
の

社
会
福
祉
法
人
「
中
都
」
の
理
事
長
、

岡
八
代
美
さ
ん
か
ら
お
た
よ
り
を

い
た
だ
い
た
。
同
封
さ
れ
て
い
た
機

関
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ハ
代
美

さ
ん
の
一
文
を
転
職
し
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

な
ぜ
我
ら
の
ま
じ
め
な
日
常
生

活
の
結
果
が
政
府
か
ら
孫
子
の
代

に
負
担
を
残
す
と
言
わ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
の
か
。
政
治
と
は
何
だ
？

●●１Ｚ４・ｊ¶ゝｒ・ｌ＝㎜．ｔａ・●ｔ．ぶこλうな言い方で放映している。
ｓｊ４粂魚１１拓粟７１４屁とｌａ万福基地の問題でも、アメリカに対し正々堂々と言える

覚悟があるのなら本州の人がそれを言おうよ。沖縄か
こどもの日に改めて中都職員の子どもの数を数えて

いた。中都は結婚ラッシュである。私は元来人間は結
婚したければすればいいし、したくなければそのまま
生きれはいいという考えなので、特に女性が結婚のた
めに倹約して結婚後の生活にすべての夢を託すような
考え方をするのを好まなかった。結婚は、相手が好き
でするもの、一人より二人で暮らしているほうが経済
的にも楽だと思うのだが、男性が女性を養う事を良し
としている人たちと私とは話が合わないだろう。
好きな者同士が一緒になってどちらかが働けなくな

った時は、働ける者が働いてその収入で暮らせはいい。
こう言えるのは医療費や教育費が無料で、生活の大半

が安心していられる社会でなければならないのだろう
か。
私が子ども手当万歳と言ってる間に、ＮＨＫテレビ

で来年は半額になるなどと言っていた。ＮＨＫは見な
い私だが連休中、民放があまりに馬鹿騒ぎをするので
ＮＨＫにしておいたのだが民放と比べて何とおとなし
い事、そして真面目くさって偏った意見が正論かのよ

人
間
と
し
て
生
き
る
こ
と
篇
一
優
先
に

岡
ハ
代
美

ら出て行ってもらうためにどこまで犠牲を払えるのか、

各々自分の出し分を覚悟しておこう。生活をどこまで
落とせるのか、落とさねばならないのか。
孫子（まごこ）に借金を残すのではなくとよく言う
けど、おおざっぱな言い方だが日本人の三分のーの人
は孫子に借金を残すような暮らしはしていない。私は
ぜいたくをしている人がそういう言い方で人を脅かし
ていると思っている。少なくとも中都の職員の子ども
は今のところ必要最低限の手当はもらっているが、そ
の保障のために日本の借金が増えるとは考えたくない。
一番早いのは金持ちの老人がたくさんいるのだから

老人の死後、財産の半分は国（他の老人）に出し、残
り半分を親族がとるようにすればいい。社会保障が孫
子の借金の元になる式の言い方をしているが、人間の
生きる元のことをそういう表現でされたくない。生き
ることを第一優先にして医療費無料、学費無料、子ど
も手当（障害者手当）を出す事にして、後は日本で稼
げることに力をいれよう。それが音楽でも美術でも科

学でも。スウェーデンやデンマークのように・・・。

① わ れ こ そ が ブ ラ ン ド 品 に
安藤朋生（ともき）茨城県

陸続きではあるが、過疎が進む我
が町、茨城県桜川市真壁町も悩み多
き地域である。真壁町と言えば誰で
もが石材と答えるほど、ほとんどが
石材業を宮み、でなければ農家。そ
れ以外は何もないといっていい土
地柄。パラパラ点在する工業団地も
あるにはあるものの、これまた人を

島‘
ｅ ・ Ｊ ＝

あまり取らない．不景気のお陰であ７
る。
３０～４０分程でつくば市にも行け
るが、やれ大卒だ、やれ経歴だ、や
れ特殊技能はと、やれやれ尽くし。
早いはなし大卒か専門卒、あるいは
資格のない者には職がない。安藤も
そのひとりではあるが地元で職を
得るのは容易ではない。
田舎独特の風習もあったりで女手
ひとつで娘を育てるにもきつい。
幸いというか、ある研究所に勤め
ていたことのある安藤。まだ派遣の
仕事があり工場の研究開発チーム
に派遣されることになった。そこで
も一番に聞かれたのが、どこの大
学？である。もしくは何を専攻して
いたのか？。
派遣＝大卒という図式。派遣の内
容とてピンからキリまであるのに。
「派遣だから出来る人」という固定

観念がいまだにあるということを
垣間見た一言だった。
大卒ばかり採用し続ける工場の開
発チームは、いわぱ大卒というブラ
ンド志向なだけにみえる。なぜこの
開発に一流大卒の頭脳が欲しいの

皿
｜

二 禰 ｉ ・

笠間陶炎祭にてファンキーな紳士と２ショット
ご機嫌だぜ一☆と紳士（叉）筆者向かって右

か、そのあたりは全く見えない。
こういう旧態依然の会社や工場は
まだまだたくさん存在しているよ
うで、かくいう自分の娘にも、大卒
という肩書きがなければしたいこ
とを諦めざるを得ないのかと、日々
不安に思う。まさに日本人の学歴志
向は計り知れないところがある。
古い蔵を多く残すわが真壁町。一
昨年３町村が合併し桜川市となっ
た。
真壁の外周は石で栄えたが、町中
は作り酒屋など蔵を持つ旧家が多
い。そこに眠るひな人形をＰＲした
ことで見事観光客を獲得した。いま
では蔵の町の雛祭りとして、年々観
光客動員数は上がってきている。

古い蔵に古い雛人形。蔵に陽が射
す一方で外周の石屋は年々縮小し、
家業をたたむ者、家業を継ぐには不
安があり町を離れる者、石屋と平行
し田畑を守り農業に集中しようと
いう者、悲喜交々とともに日陰にな
りつつある。
田畑がある石屋はまだ良い。安藤
家のように、石しかない意志にかじ
りついて細々とやるしかない石屋
もある。
石屋の苦境にしても中国やインド
からの輸入品が増えたのも大きな
原因で、国産の十分のーの値段で字
彫りまで出来るのだから商売の上
手下手以前の問題なのである。生き
ることは単純なほうがいいと思う
反面、こうして田畑を持たない者に
は逃げ場はない。
こんな状況は、たぶん全国あちこ
ち、あるいは、安藤の知人の住む離
島も似たようなものなのかもしれ
ない。
この町も離島も、多分少しのアイ
デアで復興できるかもしれないが、
ただし一人では無理だろう。少なか
らぬ「これじゃダメだ」という思い
を持った人達がいて、思いを形にし
ていく強さを育まねば、と思う。
わが町のブランドが石と蔵である
なら、島は海と自然豊かに暮らして
来た人達がブランドではないだろ
うか。どこででも買えるものではな
いもの。ひとりひとりがブランド品
という誇り。
実は、安藤は島に住みたいと思っ
ている。そのことはまた次回に。

（つづく）

海の季節に先駆けて
「瀬戸内の楽園」上梓

け
て
の
想
い
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
行
な
が
ら
た
く
さ
ん
の
読
者
の

四
十
七
年
に
及
ぶ
公
務
貝
生
心
を
と
ら
え
て
い
る
と
思
う
。

活
で
い
か
に
離
鳥
を
活
性
化
さ
利
用
者
や
職
貝
の
顔
出
し
も

●
元
魚
鳥
村
長
、
佐
伯
真
登
さ
ん

の
著
作
が
『
螢
翔
手
づ
く
り
文

庫
・
第
九
十
二
集
』
と
し
て
上
梓

さ
れ
た
。

旧
魚
島
村
の
紹
介
を
か
ね
、
村

の
歩
み
の
一
端
と
合
併
後
の
日

頃
に
至
る
ま
で
の
間
の
、
折
に
つ

●
上
弓
削
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

『
ふ
く
ふ
く
の
会
』
発
行
の
「
ふ

く
ふ
く
レ
ポ
ー
ト
」
は
、
隔
月
発

せ
る
か
に
心
を
砕
か
れ
た
氏
の
、

古
里
へ
の
思
い
は
リ
タ
イ
ア
し

て
も
涸
れ
る
こ
と
は
な
い
。

含
め
ま
る
で
家
族
の
日
常
を
見

る
よ
う
に
公
開
さ
れ
る
の
は
す

は
ら
し
い
。

高
齢
者
介
護
の
現
場
が
、
こ
う

し
て
明
る
く
町
民
の
目
に
触
れ

る
こ
と
で
『
親
は
ふ
く
ふ
く
さ
ん

で
お
世
話
に
な
っ
て
ま
す
』
と
さ

ら
り
と
言
え
る
雰
囲
気
が
定
着

しＷ
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